
目的 対象者 担当者 研修内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ラダー1
基礎的看護知識・技術を身につけ患者に安全な看護が提供
できる

１～２年目 所属師長
採用時オリエンテーション
新人研修　eーラーニング

オリエン
テーション

看護技術
研修

看護技術
研修

看護技術
研修

院外研修
（多重課
題） 看護観

ラダー2
自立的に日常看護業務を遂行し、必要な看護援助ができる
エビデンスに基づいて看護過程ができる

3～5年目 所属師長

eーラーニング(基礎習得
コース）　　新人実地指導者
研修

実地指導
者研修

ラダー3
担当部署の目標達成に向けリーダーシップを発揮できる
組織人として自己の立場を理解し、役割を果たせる

副主任
中堅

所属師長

eーラーニング(中堅、管理
者コース）隣地実地指導者
研修

リーダー
シップ研
修

ラダー4
特定領域において看護の専門性を発揮できる　専門領域の
教育・研究　コンサルテーションができる

主任 所属師長

eーラーニング(看護管理
コース）　認定管理看護師
研修

院外研
修参加

管理者
研修

ラダー5
コーディネーターの役割が発揮でき、組織人としての自己の
役割を認識し、責任が果たせる

部長　副部長
師長

所属長

eーラーニング(看護管理
コース）　管理者研修 院外研

修参加
管理者
研修

認知症 認知症の理解を深め、患者のケアに活かす。 松田 事例発表
活動計
画作成

呼吸管理 呼吸管理の知識を得、スタッフへの指導ができる。4 山本 事例発表
活動計
画作成

排泄 患者様の尊厳に配慮した快適な排泄ケアができる 末永 事例発表
活動計
画作成

褥創
褥瘡予防ができ適切に管理できる。院内委員会と連動して適
切な栄養管理ができる

宇野 事例発表
活動計
画作成

NST摂食嚥
下

摂食嚥下障害に適切で効果的な援助ができる 福原 事例発表
活動計
画作成

糖尿病 糖尿病への理解を深め、適切に患者指導ができる 斉藤 事例発表
活動計
画作成

感染 院内委員会と連動して適切な感染管理ができる 福原 事例発表
活動計
画作成

看護補助者
(看護補助者会)

１．医療への関心を深め、安全な介護と療養環境の整備ができる
２．看護業務を理解し、自律した看護職員としての必要な知識技術・態度を習得する

看護補助者 山崎 勉強の実施(1回/月)

プリセプティー
新人看護師が心身共に健康で病棟スタッフとして育つことが出来るよ
うにサポートしていく。

新人（1年目） 宇野

プリセプター
プリセプターが役割を理解でき、新人看護師の指導が出来る
ようにサポートする

プリセプター 松本

学生指導 高校生に看護の心を指導できる 看護学生
山崎、宇
野、宮﨑

臨地実習 臨地実習 臨地実習 臨地実習 臨地実習 臨地実習

主任
各部署の問題点を話し合い働きやすい環境づくりと教育支援につい
て考え改善していく

主任 三原 監理者研修 主任会

師長
看護部方針を理解し、師長として管理能力を高め、役割を遂
行できる

師長 松田 管理者研修
師長主
任会

医療安全 安全・安心な看護の提供 大林
①ヒヤリ・ハット報告
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記録委員会
量的監査　1/月、認知ケア加算記録の充実、療養病棟記録
の改善

波多野 監査
記録につい
て研修

退院支援委
員会

退院調整に関わる院内外の円滑な連携により、患者・家族が安心して適切な
療養環境に退院できるように病棟スタッフの支援を行う

森

業務基準委
員会

当院での疾患別看護基準について検討し作成する 利重

業務手順委
員会

当院での各業務手順について検討し作成する。
PC上の外来・各病棟の業務手順の整理をする。

末山

教育委員会
・看護職員のキャリア開発支援
・安全で室の高い看護の提供ができる看護職員の育成

井上

一般病棟会議 所属部署の目標を理解し自律と部署に貢献する 全員 井上 目標決定 年間評価

療養病棟会議 所属部署の目標を理解し自律と部署に貢献する 全員 末山 目標決定 年間評価

外来会議 所属部署の目標を理解し自律と部署に貢献する 全員 利重 目標決定 年間評価

全員

令和2年度看護部教育計画     (教育委員会)
①看護に必要な知識・技術・態度を習得し、看護実践能力を身に付ける
②クリニカルダダーに基づき自己研鑽し、看護専門職としての判断力・指導力・調整力を養う。
③専門職としての感性を磨き、倫理的意思決定ができる。
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